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１. 夜間想定防災訓練を実施しました
豊田ＰＣＢ処理事業所では、２４時間４班３交代の勤務体制をとっている為、夜間の火災発
生を想定して、限られた夜勤者でも適切な対応が迅速にできるよう夜間想定防災訓練を
実施しました。各班が一回は訓練を行うように、７月に１回、８月に３回の訓練を実施しました。
この訓練では、少人数の夜勤者による初期消火活動の行動役割の確認と、消防署への１１
９番通報および豊田市への緊急通報等の手順を確認しました。

８月２７日（木）は、上記の訓練に加え、ＪＥＳＣＯと運転会社による避難訓練を実施しました。
避難場所では新型コロナウイルス感染予防の３密を避ける配慮もしました。今後も訓練を
継続することで、常に防災意識を持ち、安全な操業を心掛けていきます。

２. 交通安全街頭活動を行いました
７月１３日（月）に豊田市の「夏の交通
安全市民運動」の一環として行われた
「交通安全街頭活動」に参加しました。

豊田ＰＣＢ処理事業所からはＪＥＳＣＯ、
運転会社の社員約３０名がのぼりや
タスキ、ハンドサインなどを掲げ、ドライ
バーに『安全運転』『ゆっくり停止・発
進』などを呼びかけました。

屋外での活動ですが、３密にならない
よう、互いに距離を取りつつ、マスクを
着用して実施しました。
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３. 愛知県による豊田ＰＣＢ処理事業所視察
新型コロナウイルス対応として、休止していま
した施設見学を７月１３日（月）に再開しました。
７月２１日（火）には愛知県庁の環境局長、環
境局技監、資源循環推進監等の幹部の
方々が視察されました。

ＰＣＢ廃棄物の各処理工程を熱心に視察さ
れ、幹部の方々からは、施設の稼働の状況
や処理の進捗状況などについてご質問をい
ただき、ご説明しました。

視察は、場内入り口で手指消毒を行い、マス
クを着用していただくとともに、３密を避ける
ため、離れて着座いただくとともに、施設視
察の際にもできる限り距離を取っていただき
ました。
なお、十分な距離がとりにくい場所では説明
の時間を短くして行いました。

愛知県の幹部の方々には当事業所の処理
の状況等についてご理解をいただくことが
できました。

ＰＣＢ処理事業紹介シリーズ　第３８回
今月は施設における安全設計の考え方と安全対策についてご紹介します。
豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設では、施設外へのＰＣＢ漏洩と施設内での火災・爆発のリスク
を低下させることを前提に、以下のような多重防護構造を構築しています。

活性炭、負圧管理、防油堤など

機器の二重化、停電等異常時の

自動バルブの安全側への開閉

オンラインモニタリング、DCS（コ

ンピューターによる監視）

遮蔽フードの採用、引火性の低

い溶剤の採用など

 具体的な安全対策


